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住民意識の違いが生んだ災害対応の差住民意識の違いが生んだ災害対応の差

2004.7.13 新潟豪雨災害

被災前 2001.7 被災後 2004.7.23
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破堤箇所破堤箇所

水防活動の水防活動の効果（土のう積み）効果（土のう積み）
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床下程度床下程度

浸水被害はない浸水被害はない

１階の床が浸かる程度１階の床が浸かる程度

家屋が押し流される家屋が押し流される

１階の半分以上１階の半分以上

『自宅がどの程度の浸水被害を受ける
危険性があると思っていたか？』

5.45.4

38.038.0

26.126.1

19.619.6

10.910.9

6.46.4

21.621.6

24.024.026.426.4

21.621.6

(N=125)

中之島地区

N=92

見附市今町地区

水害以前の水害に対する意識水害以前の水害に対する意識
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48.4%48.4% 51.6%51.6%

川から水があふれそうな状況を確認した世帯員はいるか?

確認した確認した
同居世帯員がいる同居世帯員がいる

確認した確認した
同居世帯員はいない同居世帯員はいない

中之島地区

N=395

見附市今町地区

(N=384)

31.931.9%%

68.1%68.1%

水防活動への参加率水防活動への参加率
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60.2%60.2%
29.2%29.2%

10.5%10.5%

水防活動に参加した世帯員がいるか？

中之島地区

N=395

見附市今町地区

(N=198)

10.9%10.9%
5.9%5.9%

83.2%83.2%

水防団・消防団員として水防団・消防団員として

参加した参加した

参加しなかった参加しなかった

個人として参加した個人として参加した

水防活動への参加率水防活動への参加率
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我が国の災害に関わる住民と行政の関係我が国の災害に関わる住民と行政の関係

自然災害

行政

地域社会

災害に対峙しているのはあくまで行政災害に対峙しているのはあくまで行政
住民はその庇護の下にいるという構造住民はその庇護の下にいるという構造

・防災施設整備
・避難対策推進

・ハード施設依存
・行政の指示待ち
・責任追及
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地域防災力向上を目指して地域防災力向上を目指して

自然災害

地域社会

自助共助公助

■行政がすべきこと（公助）

・想定外力の範囲での防災施設整備

・想定外力を超える災害に備えた危機管理体制
の充実化

・行政対応の限界の周知

■住民個人がすべきこと（自助）
・「自分の命は自分で守る」という、
自助の鉄則の再認識とそれに基づく実行動

■地域コミュニティがすべきこと（共助）
・災害時要援護者への支援など、
互いに助け合う仕組みの確立

自助＝住民、共助＝地域コミュニティ、公助＝行政自助＝住民、共助＝地域コミュニティ、公助＝行政
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地域防災力向上を目指して地域防災力向上を目指して

これからの地域防災の考え方これからの地域防災の考え方
住民＝民助、行政＝官助それぞれが、住民＝民助、行政＝官助それぞれが、
自助力、共助力、公助力を身につけ、自助力、共助力、公助力を身につけ、
民助、官助が並列的に災害に立ち向かう社会の構築民助、官助が並列的に災害に立ち向かう社会の構築

自然災害

地域社会

官助民助

自助

共助

公助
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－群馬県みなかみ町での取り組み－－群馬県みなかみ町での取り組み－

土砂災害危険地域における土砂災害危険地域における
災害リスクコミュニケーション災害リスクコミュニケーション




